
平成29年度予算 文教福祉関連主要施策
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災害に強く安全安心に暮らせるまちづくりの推進

事 業 項 目 予算金額（千円）

小・中学校改築事業 2,830,200

安定ヨウ素剤事前配布事業 26,061

福祉・医療の充実と元気づくりの推進

事 業 項 目 予算金額（千円）

在宅医療・介護連携推進事業 8,642

障害者自立支援給付事業 2,496,777

障害者理解促進事業 3,680

地域・救急医療医師
確保対策事業

37,350

個別予防接種助成事業 491,818

各種がん検診等推進事業 143,879

子育て支援と教育の充実

事 業 項 目 予算額（千円）

子育て支援家庭訪問事業 356

産後ケア・２歳児歯科検診事業 4,072

医療福祉費、自己負担分支給事業 1,006,344

民間保育所施設整備補助事業 612,499

民間保育所施設型給付事業 2,471,267

スマイルスタディ・サポーター事業 29,153

統合校建設事業 105,900

教育用タブレット端末導入事業 41,081

学校介助員配置事業 43,933

いじめ・不登校対策支援事業 30,884

学習支援事業 3,517

就学援助事業 76,457

放課後児童対策事業 176,929

子どもの居場所づくり支援事業 3,341



2/９

民間保育所施設整備補助事業 ６１２，４９９千円

新設保育所
（佐野中地区）

新設保育所
（勝田一中地区）

既設保育所建替え
（野いちご保育園）

合計

211,964 211,964 188,571 612,499

・保育需要の増加に伴い、現在の定員規模では保育の受け入れが困
難となる見通しであることから、進入路や園庭が狭く老朽化が著
しい市立佐野保育所を平成29年度末に閉所した上で、新たに平成
30年度から、佐野中学校区に代替となる民間保育所を定員を拡大
して設置します。また、勝田第一中学校区にも民間保育所を新設
するため、これらの保育所を整備する事業者に対し、整備費用を
補助します。

・園舎の老朽化に伴う立替えを行う野いちご保育園に対して、整備
費用を補助します。

整備費用内訳 （千円）
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ひたちなか市の保育需要の推移 保育所入所 幼稚園入在宅等
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いずれの年齢層においても、入所率は増加を続けており、1,2歳児の

需要量は、3，4，5歳児に追いつきつつあり、今後もこの状況が続く

ものと予測されます。このことから、将来の保育需要を予測するにあ

たっては、平成17年から27年における各年齢ごとの保育所入所の増加

率の平均値として、平成47年までの各年齢ごとの入所率を明らかに

し、平成27年度中における空待ちを含めた年度中の最大時の状況を

ベースに保育需要を算出したのが下記のグラフです。

2705人
2650

2750

2850

2950

3050

3150

H27 H31 H32 H37 H42 H47

保育需要予測の推移

保育需要 最大受入可能数 現定員 ピーク時に必要となる定数

最大見込み値
Ｈ３１：３０５０人

２８９１人Ｈ２７：２９８１人

２８６４人

保育需要見直しの考え方
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現況

県立佐和
高等学校

佐野地区予定地

佐野保育所 現況
一中地区予定地

茨城工業高等
専門学校

所 在 地 ひたちなか市大字稲田 ひたちなか市大字中根

定 数
（予 定）

１２０名
0歳児：15名 1歳児：18名
2歳児：18名 3歳児：20名
4歳児：24名 5歳児：25名

120名
0歳児：15名 1歳児：18名
2歳児：20名 3歳児：21名
4歳児：23名 5歳児：23名

保育標準時間 7：30～18：30 7：30～18：30

延長保育時間 18：30～20：00 18：30～19：30

新設保育所（佐野中地区） 新設保育所（勝田一中地区）



茨城県事前配布対象者数(PAZ)
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新設保育所・建替え保育所整備スケジュール（予定）

H29
5月

6月 7月 8月 9月 10月11月12月
H30
1月

2月 3月 4月

新設保育所
（佐野中地区）

開発・確認
申請

建 築 工 事
開所
準備

保育
開始

新設保育所
（勝田1中地区）

確認
申請

建 築 工 事 開所準備
保育
開始

既設保育所
建替え

（野いちご保育園）

確認
申請

建 築 工 事
移転
準備

保育開始
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地域・救急医療医師確保対策事業 37,350千円

・市民の安心を支える地域医療体制の充実・強化を図るため、市の

中核医療機関である日立製作所ひたちなか総合病院に対し、筑波

大学附属病院との協定の基づく社会連携講座への支援を拡大し、

大学から派遣される専門医の増員を図ります。

・新たに県央地域定住自立圏の構成市町村と連携して、妊娠後期か

ら新生児早期までの母と子の健康を守るため、水戸赤十字病院に

対し周産期医療に関わる産婦人科医の確保を支援します。

高度専門医療確保対策
事業補助金

（社会連携講座）

県央地域定住自立圏連携
事業負担金

（産婦人科医師確保）
合計

33,000 4,350 37,350

（千円）補助金・負担金内訳
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地域・救急医療医師確保対策事業

高度専門医療確保対策事業補助金（社会連携講座）

県央地域定住自立圏連携事業負担金（医療分野）

開始年度 交 付 先 目 的 内 容

平成29年度

開始年度 目 的 内 容

平成23年度

交 付 先

市の中核病院

として地域医

療の充実強化

を図る

筑波大学付属病院より専門

医師6名を教員としてひたち

なか総合病院に配置し、研

修医である筑波大学医学類

生を育成する社会連携講座

の開設に対する補助

ひたちなか
総合病院

水戸赤十字
病院

初期救急医療の充実及び
医師・看護師の確保を図る

圏域内の初期救急医療の充実と安
定的な医療提供体制の維持を図る
ための事業に取り組む

・呼吸器内科
・消化器外科
・消化器内科
・リウマチ
膠原病科

・神経内科2名

以上6名
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地域・救急医療医師確保対策事業 （その他）

救急医療二次病院運営負担金

救急医療医師確保対策事業補助金（麻酔科医）

開始年度 交 付 先 目 的 H29年度予算

平成16年度 ひたちなか総合病院
平日準夜間帯の小児救急医療の確
保を図る

4,960千円

開始年度 交 付 先 目 的 H29年度予算

平成19年度
ひたちなか総合病院
（計13医療機関）

茨城県二次救急医療圏水戸地域にお
ける重症救急患者の医療を確保する 115,820千円

開始年度 交 付 先 目 的 H29年度予算

平成22年度 ひたちなか総合病院
市の中核病院として救急医療の充実
強化を図る 135,330千円

小児救急医療確保対策補助金

ひたちなか総合病院が行う、救急医療に不可欠な麻

酔医の確保に要する補助。（1/2補助）

常勤2名を要望しているが、H28年度の実績は、常勤

1名のみで非常勤は0.62名となっており、麻酔科医の

確保は年々厳しくなっている。


